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盲目から空間をつづること
ーブラインドアーバニズムー
Spelling space from blindness
- Blind Urbanism -
阿部りさ
Lisa ABE
主査　渡邉眞理　　　副査　北山恒・赤松佳珠子　
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
　In addition to braille block in the city, I study the visually impaired to perceive the elements of the city 
from tactile, hearing, olfactory. I propose expanding the possibility of spatial activity by considering the 
elements of the city where behavior is restricted by sight. And think that we live with our sense of body once 
again in our daily life.
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０．はじめに
　わたしは暑いと感じれば窓をあけ、おいしいにおい
がしたらお腹が減り、日々五感を使って生活してい
る。だが実際には、人間は 8-9割を目からの情報に頼っ
て生活している。
例えば図１の交差点、自転車が来ることを音からの情
報の前に実際には目で見て判断していることが多い。
だが、目からの情報が遮断されている視覚障害者は、
手・足、耳、鼻、口から情報を取り入れ生活している。
そのため視覚障害者の場合、信号・車の音によって青
信号の方向を判断し、更に遠くからだんだんと近づく
自転車の音を感じ取って自転車が向かって来ること認
知する。視覚障害者はわたしたちが目で見て瞬時に判
断している情報を時間をかけ、触覚・聴覚・嗅覚を使
いやっと信号を渡ることができる。
視覚障害者が街のなかで、点字ブロック以外にも触
覚・聴覚・嗅覚・（味覚）から都市の要素を認知する
ことを研究し、視覚によって限られた行為となってし
まっている都市の要素を盲目から見直すことによって
空間行為の可能性を広げることを考える。そしてわた
したち目の見える人たちももう一度、日常の場を五感
を使って生活していくことを考える。
《研究》ブラインドスペース
１．盲目
　今の自分は五感すべて使えるが、五感すべては使え
ずなかなか自分の好きに動けない人もいる。だが、目
が見えない人たちは視覚がないことが五感から視覚が
マイナスされた状態ではなく、触覚・聴覚・嗅覚・味
覚が研ぎすまされ、四感から身体感覚が構成されてい
る。
　今回、視覚障害者が見えない世界でどう生活してい
るかを学ぶため、平塚盲学校に協力していただき、授
業に一緒に参加し、更に実際に自分で盲目体験を行い
調査を行った。盲目空間での気づきを『ブラインドス
ペース』と名付ける。
図１　見える人が見る交差点と見えない人が”見る”交差点
図２　ブラインドスペース
２．街を歩く
　神奈川県平塚市に位置する神奈川県立平塚盲学校を
対象とする。盲学校は 1 都道府県に 1,2 箇所と少なく、
寄宿舎が併設されているが、自力で外の環境に対応出
来るようになることを目指すために、”高校生になる
と社会での自立に向けて、寄宿舎通いを毎日でなく週
に何回かへと減らしていく”ことを学校側から推奨す
る。だが、バス・電車に乗り継いで１時間以上かけて
通う生徒もいる。わたしは学校内の寄宿舎から通うこ
とと家から通うことは大きな段階だと思い、そこに着
目し学校内ではなく、街の中に移動・滞在を助ける場
を組み込む。
　視覚障害者が歩くときに目印にするものとして点字
ブロックがある。点字ブロックに加え、手（白杖）・
足の触覚、音の聴覚、においの嗅覚の情報を取り入れ、
頭の中で自分でランドマークから作成した地図と方角
を思い描きながら歩いていく。そこで、道上で視覚障
害者が点字ブロック以外になにを頼りにできるかを考
え、平塚盲学校から平塚駅までの道を 1 つの経路と設
定し調査を行う。
触覚・聴覚・嗅覚（健常者は視覚も）から視覚障害者・
健常者それぞれの止まる・止まらない箇所をポイント
しながら街を歩くと視覚障害者にとって情報となる場
所がガードレール、段差、花壇のようなエッジにある
都市の要素に出て来た。
《提案》ブラインドアーバニズム
３．空間をつづる
　前章で述べたエッジ要素を参考に四感 [ 触覚・聴覚・
嗅覚・（味覚）] を引き出す街中の要素を抽出し、よ
り積極的に使える場所へと転換するために街の要素を
抽象化（図４）し、設定した経路上でブラインド・アー
バニズム（図５）を記述する。
　点字ブロックがすべての道にはあるとは限らない。
その場合、ランドマークを探して歩いていくしかな
い。上記であげたエッジの要素が視覚障害者にとって
ランドマークとなりえるが、現状は偶然的に情報とし
て使うのみで、街中に潜んでしまっている。そこで、
ブラインドアーバニズムによって、都市要素の可触化を
行う。更に、例えば「いす」と「てすり」が視覚的に見
れば全く別のものだが、触覚だけでたどればどちらも『座
る』という行為を可能にしているように、街の要素を触
覚・聴覚・嗅覚から行為を多様に与えるきっかけとなる。
図３　調査敷地
オレンジ線：経路　①点字ブロックが終始連続　②点字ブロックが連続していない
図５　ブラインドアーバニズム
図４　身体範囲・記号一覧
４．設計
　既存の街から作成したブラインドアーバニズムを元
に、触覚・聴覚・嗅覚から設計の手がかりを設定し、
街の動線のなかに街の要素と提案が小さなスケールか
ら重なりあわさって、ブラインドアーバニズム上に空
間をつづる。
５. おわりに
　ブラインドアーバニズムは、都市の潜在している有
用性を生み出すことによって地図化さえていなかった
ランドマークを表記することに加え、触覚・聴覚・嗅
覚から行為を多様に与えるきっかけとなる。
　街の要素を小さなスケールから変換し、視覚障害者
も含めすべての人が使うことのできる空間を設計する
きっかけとなることを示唆する。
参考文献
・伊藤亜紗　『目の見えない人は世界をどう見ているのか』
・ヤン・ゲール（著）　北原理雄（訳）　
　　　　　　『人間の街　―公共空間のデザイン―』
・ユクスキュル・クリサート（著）日高敏隆・羽田節子（訳）
　　　　　　『生物から見た世界』
・本川達雄（著）
　　　『ゾウの時間　ネズミの時間　―サイズの生物学―』
・Philip　Thiel（著）　
『PEOPLE , PATHS , and PURPOSES
　　　　　　　― Nations for a Participatory Envirotecture 』
・多木浩二・八束はじめ（編）　
　　　　　『10+1 ノーテーション　カルトグラフィ』1995
・納村信之　田島則行　/　テレアーバニズム　（編）
　　　　　　『10+1 フィールドワーク / 歩行と視線』2001
触覚
聴覚
嗅覚
触覚・聴覚・嗅覚
触覚・嗅覚 聴覚・嗅覚
図６　設計の手がかり
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図８　提案前と提案後　ブラインドアーバニズム
